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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・東病棟にてインフルエンザが発生しました。感染拡大防止のため、北病棟の患者様への手洗い、うがいの促しと同時にスタッフも手洗い、うがいを徹底していきましょう。

・5月の定期レントゲン検査予定について、北病棟では次の患者様となっています。

井上　和美様、上村　みわ様、大上　なみ様、金沢　洋子様、林　田鶴子様の5名。

　胸部X-Pのみとなっています。日時については後日連絡があります。

・３階ホールのテーブルの縁に亀裂を発見したため、修理伝票提出しています。また、２槽式洗濯機のコイン投入機修繕のため、洗濯機の使用を禁止としています。

・職員用男子更衣室にて財布が紛失するということが起きました。各自ロッカーのドアは確実に施錠をしておくようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞
・林　田鶴子様～　5/6（日）弟様面会時、今後の事について話し合っています。現在、自宅に受け入れる体制が整いつつあること、退院後、日中に活動する施設について探しているが、適当な施設が見つからない為、PSWと相談して行くことを話されています。また、外泊訓練についても、月に１回から２回へと増やして行くことにも了解を得ることができました。６ヵ月後を目処として、退院に向けた援助を受け持ち担当者は進めて行きましょう。

＜注目患者様ケース検討＞

・菊地　明子様～5/5（土）朝より不調訴え、臥床傾向、食事の摂取も不安定となっています。服薬時は離床することできています。5/6（日）には、歩行運動、洗濯等について、「頑張りすぎました。」と話し、疲労感訴えています。特に保清面での取り組みができていないので、最低限の日課の取り組み、食事の摂取ができるよう関わって行きましょう。今後、青山荘入所予定ですが、入所後及び施設利用終了後の生活において同様の症状が出現する可能性があります。今後の生活設定への援助として、疲労感を自制内に保つための日課を週間予定等に具体化していく事、疲労感が現れた場合の対処方法について検討する必要があるのでは？という意見があがっています。

・津嶋　イチ子様～睡眠確保されてきており、口調、表情ともに穏やかさを取り戻しつつあります。食事の摂取もできています。より落ち着いた状態で日課に取り組む事が出来るよう介入していきましょう。

・倉橋　生子様～妹様の面会時までは、気分の不安定さは続くものと考えられますので、他患者

様への干渉について観察・確認し、トラブルに至らないようにしましょう。

＜週間予定＞

5/7　（月）大釜　万知様～腹囲測定・BMI測定　

5/8  （火）花見行事・症例検討会

5/9  （水）花見行事・寝具交換（毛布カバー、シーツ、枕カバー）

5/10 （木）花見行事・皮膚科診察・カルテチェック締め切り　　

5/11 （金）花見行事・歯科診察・食事サービス委員会

5/12 （土）園芸プログラム用品の買出しのため患者様2名外出（スタッフ付添い）

5/13 （日）床屋

＜受持ち患者様ＮＣＰ評価＞

・古川　富蔵様～これまでのケアプランであった余暇時の過ごし方については、自室での臥床時間が減りホールで過ごす事ができていることから終了とし、5月から服薬自己管理を行うこととします。これまでの外泊訓練での服薬は問題なく行うことできています。5/9（水）より服薬自己管理（3～4日分）を開始する予定となっており、次回の外泊訓練で問題がなければ、1週間分の自己管理へと拡大することとしています。トラブルが起きたときは気分変動に留意し、原因について振り返りながら対処方法について関わって行きましょう。

＜リハビリテーションプログラム内容、経過報告＞

・今月より体育館が使用可能となりましたが、大きな問題はなく進行できています。まだ物品が置いてあるので、今後も事故のないよう十分気を付けて進めて行きましょう。

＜花見行事について＞

・明日（5/8）より花見行事の開始となります。移動時の事故防止に努めましょう。また、スムーズに進行するために、持ち物、トイレなどの確認をこまめに行いましょう。なお、喫煙に関しては、公園内の所定の場所のみで可能であることを患者様に伝えています。徹底して守るよう指導して行きましょう。

